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 ■コメント： 
 以下の通りコメントいたします。 
 
１．オペレーティングリースのオンバランス化について（借手側の処理） 
ファイナンスリースについては、実質的に固定資産を取得した場合と同等の経済効果が得

られることから、これをオンバランス化することは理論的ではありますが、オペレーティ

ングリースについては、資産の所有権は貸手に残っていることから、これを借手側で資産

計上することには疑問があります。解約不能部分については、これを資産計上することは

止むを得ないと考えますが、その実態が賃貸借により近いと考えられるものについては、

従来と同じく、賃貸借処理を認めることが妥当ではないかと思われます。 
 
２．短期のリース取引及び少額リース資産に対する簡便的な取扱について（借手側の処理） 
現行の会計基準では、１契約のリース料総額が３００万円未満の場合やリース期間が１年

以内のリース取引については賃貸借処理が認められていますが、ＩＡＳ第１７号にはそう

した定めが無く、ＩＡＳの考え方に完全に合わせた場合、借手側では、そうしたものにつ

いても、オンバランス処理が必要になるものと思われます。 
ＩＦＲＳ他、上場会社に求められている会計処理基準は、投資家に対する正確な財務内容

の報告であると考えますが、そうした目的と借手側の事務負担の増とを比較した場合、上

記の簡便的な取扱は投資家に誤解、不利益をもたらすことは無く、むしろ、借手側の事務

負担の増を避けることの方が重要であると考えられることから、現行の簡便的な取扱（賃

貸借処理）は、今後も認めて頂きたいと考えます。 
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